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税金を食い物にしてきた大阪市の職員厚遇問題にはあきれるばかりです。次々と問題が

明らかになるにつれて、「枚方市はどうなってる？」、「枚方市もやってるのか？」とよく尋ね

られます。この問題は 3 月 17 日に開催された枚方市議会の予算特別委員会でも取りあげ

られました。今回の議員報告では本問題における枚方市の状況を大阪市と比較する形で

お知らせ致します。 

 

 
大阪市の職員厚遇問題に関する新聞報道 枚方市の状況 

団
体
生
命

共
済 

死亡時 550 万円が支給される団体生命保険や共済
に職員を加入させ、22年間に約 100億円の掛け金
を市から補助を受けた互助組合が負担、配当積立金

は互助組合に留保されていた。 

該当なし 

厚
生
会 

助
成 

市職員が職場単位でつくる親睦団体「厚生会」に市

が毎年、職員 1人あたり 1万円、計約 3億円を公
費助成。主に懇親会会場費やボウリング大会などの

レクリエーションに充てられた。 

該当なし 

制
服
の 

貸
与 

係長級以下の職員約 2万 3000人にスーツと夏用下
衣（合計 3万数千円相当）を貸与。平成 15年度の
経費は 3億 4500万円。 

該当なし 

互
助
組
合
の
福
利
厚
生
事
業 

職員から集めた会費と市の補助金で運営する四つ

の互助組合に平成 15 年度、会費の 2～3 倍にあた
る 42億 8000万円を補助。規模が最大の市職員互
助組合では家族向けの観劇等に利用できる券を配

ったり、「おみやげ」名目で家電製品を渡したりし

ていた。子どもの小中高校への入学時にそれぞれ 4
万 5000円、定年退職時には 27万円を贈り、永年
勤続者の旅行招待なども実施。また、東京ディズニ

ーランドのオフィシャルホテル等を借り上げ、職員

に提供している。 

・互助会の事業主負担 
大阪市を除く大阪府下市町村 
で構成する互助会（大阪府市町村

職員互助会）に対して、職員から

集めた会費の 1.86 倍にあたる 3
億 5000万円を市が負担した（平
成 15年度）。 

・ ﾚｸﾚｰｼｮﾝ券配布（共済会） 
映画鑑賞、遊園地入園などから 
1つを選択年 1回実施 

・ 退職記念旅行（共済会） 
・ 入学祝金 
        互助会  共済会 

小学校 30,000円  4,000円 
中学校 40,000円 4,000円 
高 校 50,000円  5,000円 

・ 退会餞別金 
互助会：給料 5日分×在会年数 
共済会：在会年数に応じ 
   5,000円～25,000円 
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（下表の「大阪市の職員厚遇問題に関する新聞報道」の内容については、大阪市のホ

ームページ掲載資料から抽出しました。一部省略、加工したものもあります。） 
 

＊注 

（裏面をご参照下さい。） 
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互
助
組
合
の

物
資
の
斡
旋 

百貨店等の業者と職員の商品購入などに便宜を図

る特約店契約を締結し、職員が市価よりも低額で購

入できるよう便宜を図っていた。 

特約店 
  互助会 6社 
  共済会 15社 

互
助
組
合
貯
金 

互助組合が市職員限定の預金制度をつくり、市中銀

行の金利（年利 0.1%）を大きく上回る利息（年利
2％）を保証。組合員の約 9割が利用。03年度末時
点の預金総額は 730 億円で運用は国債、株式など
を売買。資金運用にあたる互助組合の職員の給与は

市が全額負担。 

該当なし 

互
助
組
合
連
合
会

の
給
付
金
事
業 

大阪市の四つの互助組合が、任意団体「大阪市職員

互助組合連合会」を通じ生命保険会社と契約のう

え、退職者に対し、「退職一時金」と「年金」を支

給していた。1人あたり最高で計約 400万円を受け
取れる内容で、制度開始以来 11年間で 304億円の
公金が投じられた。 

該当なし 

互
助
組
合
連
合
会

の
未
消
化
事
業
費 

平成 4 年度までの 6 年間、職員の福利厚生を目的
に、1人あたり 3万 6000円の公金を互助組合及び
互助組合を通じて「連合会」に支出し、結果として、

各互助組合に合計 44億円、「連合会」に 148億円
が留保されている。 

該当なし 

健
康
保
険
組
合
事

業
主
負
担
割
合 

健康保険組合の保険料で、組合員（職員）負担の 2
倍を上回る事業主負担を行っている。 
（平成 16年度 事業主負担：職員負担 

＝ 2.05：1） 

大阪府市町村職員健康保険組合 
（平成 16年度 事業主(市)：職員 

＝ ２：１） 
 

 
 
 
 

大阪市の問題では、議会の機能に疑問を感じる一方、市民の声が行政を動かす大きな

力になることを実感しました。 

枚方市は大阪市ほどひどい状態ではないようですが、上記表以外にも市民から理解を

得られないと思われる給与の支給等がまだあるようです。市長は、平成 17 年度市政運営

方針の説明の中で、「職員の福利厚生や特殊勤務手当のあり方について厳しく検証を加え

る」と述べています。この機会にすべてオープンにして議論すべきだと思います。 

 

 

 

 

 

伏
ふし

 見
み

 隆
たかし

 (枚方市議会議員) 36 歳  香里団地 D地区在住  
＜所属政党＞ なし ＜経歴＞ うみのほし幼稚園→ 高陵小→ 枚方一中→  

寝屋川高→ 京産大→ 極東貿易（株）→ 現職  ＜趣味＞ 野球、柔道、旅行  

＊注 詳細については「伏見たかしの議員報告」54 号をご参照下さい。また、大阪府市町村職員互助会への枚方市の
事業主負担率は、平成 15年度 1.86倍、平成 16年度 1.64倍、平成 17年度には 1.5倍に縮減されることになっ

ています。 


